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１．「 こども部会 」の活動方針

◎「 障害のある子どもへの支援体制の充実 」の実現を目指し、

① 一人ひとりのニーズに応じた相談支援等の実施

② ライフステージに応じた支援体制の充実

③ 地域における支援の担い手の育成

④ 関係機関の連携 をすすめます。

◎ 障害のあるこどもへの支援のあり方 として、

① ライフステージに応じた切れ目のない支援（縦の連携）

② 保健・医療・福祉・教育・就労支援等とも連携した地域支援体制の確立

（横の連携） を推進します。

２．こども部会委員

役 職 所 属 氏 名

部 会 長 明石市立あおぞら園 飯 塚 由美子

副部会長 一般社団法人 波の家福祉会 伊 藤 隆

委 員 相談支援事業所 シーム 泉 和 男

委 員 明石市立ゆりかご園 山 本 康 典

委 員 明石市教育委員会 髙 田 善 彦

委 員 明石市こども未来部こども育成室 澤 田 睦 美

委 員 明石市福祉部障害福祉課 寺 田 浩 章

委 員 明石市立発達支援センター 山 内 幸 恵

委 員
明石市基幹相談支援センター
（社会福祉法人 明石市社会福祉協議会）

橘 田 浩

委 員
明石市基幹相談支援センター
（社会福祉法人 明石市社会福祉協議会）

松 本 崇
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３．こども部会の活動実績

日 時 内 容

【 平成26年 】

８ 月 18日 （ 月 ） 【本会議】第１回 本会議（部会議）

・開催場所 ふれあいプラザあかし西 １階 多目的室

( 明石市二見町東二見1836－１ )

10月15日（水） 【本会議】第２回 本会議（部会議）

・開催場所 明石市役所 中崎分署棟(旧消防庁舎)３階337会議室

( 明石市中崎１丁目５番１号 )

11月18日（火） 【リポート】リポート Ｖｏｌ．１ 配信

【ＷＧ】第１回 児童通所サービス等事業所連絡会

・開催場所 明石市役所 南会議棟 103Ａ会議室

( 明石市中崎１丁目５番１号 )

・参加者 21団体 29名

11月28日（金） 【リポート】リポート Ｖｏｌ．２ 配信

12月10日（水） 【本会議】第３回 本会議（部会議）

・開催場所 明石市役所 南会議棟 103Ｃ会議室

( 明石市中崎１丁目５番１号 )

12月16日（火） 【ＷＧ】第２回 児童通所サービス等事業所連絡会

・開催場所 明石市役所 本庁舎 ８階 806ＣＤ会議室

( 明石市中崎１丁目５番１号 )

・参加者 29団体 42名

<第１部> 説明会「平成27年度児童通所サービス更新について」

明石市福祉部障害福祉課 藤 井 秀 明 氏

<第２部> 意見交換会

【 平成27年 】

１ 月 14日 （ 水 ） 【本会議】第４回 本会議（部会議）

・開催場所 明石市立市民会館(アワーズホール) １階 第４会議室

( 明石市中崎１丁目３番１号 )

１ 月 19日 （ 月 ） 【リポート】リポート Ｖｏｌ．３ 配信
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１ 月 20日 （ 火 ） 【ＷＧ】第３回 児童通所サービス等事業所連絡会

・開催場所 明石市立市民会館(アワーズホール) １階 第３・第４会議室

( 明石市中崎１丁目３番１号 )

・参加者 24団体 35名

<第１部> ワンポイントレッスン

「 障がい児のスポーツと運動 」

児童デイサービス遊

児童発達支援管理責任者 兼 管理者 森 本 朋 高 氏

<第２部> 意見交換会

２ 月 ３ 日 （ 火 ） 【リポート】リポート Ｖｏｌ．４ 配信

２ 月 10日 （ 火 ） 【本会議】第５回 本会議

・開催場所 明石市立市民会館(アワーズホール) １ 階 和 室

( 明石市中崎１丁目３番１号 )

２ 月 17日 （ 火 ） 【ＷＧ】第４回 児童通所サービス等事業所連絡会

・開催場所 ふれあいプラザあかし西 １階 多目的室

( 明石市二見町東二見1836－１ )

・参加者 22団体 32名

<第１部> ワンポイントレッスン

「 ドイツゲーム こどもたちの楽しみ方 」

あかしゆらんこクラブ 施設管理責任者 橘 裕 子 氏

<第２部> 意見交換会

３ 月 ６ 日 （ 金 ） 【リポート】リポート Ｖｏｌ．５ 配信

３ 月 ９ 日 （ 月 ） 【ＷＧ】第１回 リーフレットづくりプロジェクトチーム

・開催場所 明石市役所 本庁舎 １階 面談室

( 明石市中崎１丁目５番１号 )

・実行委員会 委員長(ＰＴリーダー)・副委員長 の選出

・実行委員長(ＰＴリーダー)

木 村 直 樹 氏 ( デイサービス太陽 管理者 )

・副実行委員長

中 井 みゆき 氏

( 放課後等デイサービス ひまわり 児童発達支援管理責任者 )

３ 月 11日 （ 水 ）
【本会議】第６回 本会議

・開催場所 明石市立市民会館(アワーズホール) １階 第４会議室

( 明石市中崎１丁目３番１号 )
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３ 月 17日 （ 火 ）
【ＷＧ】第５回 児童通所サービス等事業所連絡会

・開催場所 明石市生涯学習センター(アスピア明石北館) ７階 学習室１

( 明石市東仲ノ町６番１号 )

・参加者 26団体 35名

<第１部> ワンポイントレッスン

「 支援計画のながれ 」について

株式会社ソワサポート 代 表 浅 原 奈緒子 氏

<第２部> 意見交換会
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４．こども部会 本会議（部会議）報告

日 時 内 容

【 平成26年 】

８ 月 18日 （ 月 ） 【本会議】第１回 本会議（部会議）

・開催場所 ふれあいプラザあかし西 １階 多目的室

( 明石市二見町東二見1836－１ )

・議事 (１) こども部会の活動について

(２) ワーキンググループの設置について

(３) 今後のスケジュールについて(平成26年)

(４) メーリングリストについて

10月15日（水） 【本会議】第２回 本会議（部会議）

・開催場所 明石市役所 中崎分署棟(旧消防庁舎)３階337会議室

( 明石市中崎１丁目５番１号 )

・議事 (１) ワーキンググループ(「児童通所サービス等事業所連絡会」)

の進捗状況について

(２) 意見交換

(３) 「こども部会リポート」の作成について

(４) 今後のスケジュール・次回開催日程について

12月10日（水） 【本会議】第３回 本会議（部会議）

・開催場所 明石市役所 南会議棟 103Ｃ会議室

( 明石市中崎１丁目５番１号 )

・議事 (１) 「児童通所サービス等事業所連絡会」の報告と

今後のすすめ方について

(２) こども部会 本会議(部会議)のすすめ方について

(３) 「こども部会リポート」について

(４) 明石市地域自立支援協議会ホームページの設置について

(５) 意見交換

(６) 今後のスケジュール・次回開催日程について

【 平成27年 】

１ 月 14日 （ 水 ） 【本会議】第４回 本会議（部会議）

・開催場所 明石市立市民会館(アワーズホール) １階 第４会議室

( 明石市中崎１丁目３番１号 )

・議事 (１) 「児童通所サービス等事業所連絡会」について

(２) こども部会本会議(部会議)のすすめ方について

(３) 「こども部会リポート」について

(４) 意見交換
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２ 月 10日 （ 火 ） 【本会議】第５回 本会議

・開催場所 明石市立市民会館(アワーズホール) １ 階 和 室

( 明石市中崎１丁目３番１号 )

・議事 (１) 「児童通所サービス等事業所連絡会」について

① 「事例検討会」の設置について

② 「リーフレットづくりプロジェクトチーム(実行委員会)」

について

③ 「ワンポイントレッスン」について

④ 連絡会における意見交換の報告

(２) 平成27年度のこども部会の活動について

(３) 「 第３回 明石市地域自立支援協議会(全体会) 」における

報告について

(４) 意見交換

(５) 今後のスケジュールについて等

３ 月 11日 （ 水 ） 【本会議】第６回 本会議

・開催場所 明石市立市民会館(アワーズホール) １階 第４会議室

( 明石市中崎１丁目３番１号 )

・議事 (１) 「 児童通所サービス等事業所連絡会 」について

① 事例検討の報告

② 「 事例検討チーム 」の設置

③ ワンポイントレッスン

④ 「 リーフレットづくりプロジェクトチーム(実行委員会) 」

について

⑤ 連絡会における意見交換の報告

⑥ 「 平成26年度 障害児通所支援事業説明会 」を受けて

(２) 平成27年度のこども部会の活動について

(３) その他

① 本会議(部会議)

② ワーキンググループ(ＷＧ)

③ こども部会 リポート

(４) 今後のスケジュールについて等
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５．ワーキンググループ活動報告

（５－１）児童通所サービス等事業所連絡会 活動報告

◎ 活動目的

児童発達支援事業所、放課後等デイサービス事業所を中心に関係機関が集まり、障がいのあるこ

どもを支援する中での困りごとや悩みごとを共有し、研修会・事例検討会・リーフレット作りの検

討等を通して、解決の糸口を見いだすきっかけづくり、支援者のスキルの向上を目的に活動してい

ます。

◎ 活動実績

日 時 内 容

【 平成26年 】

11月18日（火） 【ＷＧ】第１回 児童通所サービス等事業所連絡会

・開催場所 明石市役所 南会議棟 103Ａ会議室

( 明石市中崎１丁目５番１号 )

・参加者 21団体 29名

・内容 １．あいさつ

２．自己紹介

３．アンケート結果報告

４．意見交換

５．今後の取り組みについて

(１) 連絡会の活動内容

(２) 連絡会のすすめ方

(３) その他

12月16日（火）
【ＷＧ】第２回 児童通所サービス等事業所連絡会

・開催場所 明石市役所 本庁舎 ８階 806ＣＤ会議室

( 明石市中崎１丁目５番１号 )

・参加者 29団体 42名

・内容

１．あいさつ

２．児童通所サービス等事業所連絡会

<第１部> 説明会「平成27年度児童通所サービス更新について」

明石市福祉部障害福祉課 藤 井 秀 明 氏

・平成27年度の児童通所サービスの更新の流れについての説明。

<第２部> 意見交換会

(１) 事例検討会のすすめ方について

(２) 意見交換

(３) 今後の取り組み・スケジュールについて

(４) その他
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【 平成27年 】

１ 月 20日 （ 火 ） 【ＷＧ】第３回 児童通所サービス等事業所連絡会

・開催場所 明石市立市民会館(アワーズホール) １階 第３・第４会議室

( 明石市中崎１丁目３番１号 )

・参加者 24団体 35名

・内容

１．あいさつ

２．児童通所サービス等事業所連絡会

<第１部> ワンポイントレッスン

「 障がい児のスポーツと運動 」

児童デイサービス遊

児童発達支援管理責任者 兼 管理者 森 本 朋 高 氏

・身体を動かすことによる「粗大運動」の多くの効果を学び、全員で身

体を動かすゲームをし、広い場所がなくても身体を動かすことができ

ることを体感しました。

<第２部> 意見交換会

(１) 事例検討会について

(２) リーフレットづくりについて

(３) 今後のワンポイントレッスン企画

(４) 意見交換

２ 月 17日 （ 火 ） 【ＷＧ】第４回 児童通所サービス等事業所連絡会

・開催場所 ふれあいプラザあかし西 １階 多目的室

( 明石市二見町東二見1836－１ )

・参加者 22団体 32名

・内容

１．あいさつ

２．児童通所サービス等事業所連絡会

<第１部> ワンポイントレッスン

「 ドイツゲーム こどもたちの楽しみ方 」

あかしゆらんこクラブ 施設管理責任者 橘 裕 子 氏

・非電子型のテーブルゲーム（ボードゲーム）を用い、指先を使っての

色合わせや型はめを取り入れた「微細運動」を通して、人とのコミュ

ニケーション・相手の気持ちに共感すること・笑い等、子育ての大切

な部分を学びました。

・また、前回(第３回連絡会)のワンポイントレッスン「障がい児のスポ

ーツと運動」で学んだ「粗大運動」とあわせて、よりよい療育の実践

へつなげるための方法を考えるよい機会となりました。

<第２部> 意見交換会

(１) リーフレットづくりプロジェクトチーム(実行委員会)について

(２) 前回の連絡会(第３回)の意見交換のふりかえり・意見交換
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(３) 事例検討会の中間報告

(４) カンファレンスシート について

(５) 意見交換会 テーマ「 教育・医療・家庭・事業所の『連携』 」

３ 月 17日 （ 火 ）
【ＷＧ】第５回 児童通所サービス等事業所連絡会

・開催場所 明石市生涯学習センター(アスピア明石北館) ７階 学習室１

( 明石市東仲ノ町６番１号 )

・参加者 26団体 35名

・内容

１．あいさつ

２．児童通所サービス等事業所連絡会

<第１部> ワンポイントレッスン

「 支援計画のながれ 」について

株式会社ソワサポート 代 表 浅 原 奈緒子 氏

・療育事業を利用することになると事業所は「個別の支援計画」を作成

し個々の療育支援を実施する流れになっていますが、初めから子ども

の状態の全てを把握し、療育を実施するのは難しいため、指定児童相

談支援事業所が作成した「サービス等利用計画・児童支援利用計画」

を初期アセスメントとして初期プランを作成し、その後、子ども達の

療育をしながらアセスメントを続け２～３か月以内に再度本人に合っ

た計画に修正していていくＰＤＣＡサイクルを学びました。

<第２部> 意見交換会

(１)「リーフレットづくりプロジェクトチーム(実行委員会)について」報

告

(２) 前回の連絡会の意見交換のふりかえり

(３) 「 事例検討チーム 」について

(４) 意見交換

11



【 ファクシミリ送信票 】 ファクシミリ番号 ０７８－９１８－５１４８

明石市基幹相談支援センター 明石市地域自立支援協議会 こども部会 事務局 (担当:松本) あて

【 送 信 日 ・ 提 出 日 】 平成 年 月 日

【 送 信 者 】

・事業者名

・住 所

・担当者名

・電話番号 ・ファクシミリ番号

明石市地域自立支援協議会 こども部会 アンケート

事業所名

サービス種別

住所

運営主体

事業所開設年月日

・現在、貴事業所において、課題と感じられていること、悩まれていること等がありましたら、
お教えください。

【 こどもに対する支援 】

【 保護者に対する支援 】

【 事務関係・その他 】

・その他、ご意見がありましたらおきかせください。
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1

明石市地域自立支援協議会 こども部会

第１回 児童通所サービス等事業所連絡会

平 成 2 6 年 1 1 月 1 8 日 ( 火 ) 開 催

※ アンケート結果 ※

【子どもに対する支援】

★支援の方法・心がけていること★

・現場スタッフとセラピスト（専門）との融合。

・ひとりひとりの障害のタイプやニーズが違うため、個々に合わせた支援を限られた時間

と職員数の中で最大限行うにはどうしたらいいか、日々話し合いながら進めている。

・ひとりひとりに対する支援計画を基にして、色々な経験を通しての生活支援を行える様

にしていく。

・学校を卒業してから将来１人で買い物したり、公共交通機関を利用したりできるような、

生活の基礎ができるように課題を取り入れています。

・コミュニケーションの力をつけられるようSSTを取り入れています。

・幼稚園、小学校に行かれた時に子どもさんが困らないように、とうちの事業所を利用さ

れている方が多いです。

・未就学～就学後までの児童が、主に療育を主体に行っており、個々の支援内容にできる

だけ沿うように専門職を中心に支援している。

・長期休暇に比べ短時間である放課後における充実を図る。

・コミュニケーションの場を提供する（子ども同志の触れ合いの場としての活用・対人関

係を育む場の提供）

・ユニバーサルデザインを使ったコミュニケーションなど

・悩みはたくさんありますが、スタッフ研修などで事例検討をしながら、どうにか頑張っ

ています。

★悩んでいること★

・将来について、就園前の療育場面で幼稚園・小学校とイメージが経験不足の為、立てづ

らいこと。（若い未婚のスタッフ）

・こまめに話し合いをする時間がとれず、会議で決める内容も中途半端になってしまうこ

とが多い。

・職員間での情報の共有化が不十分。

・卒園後も支援を続けたいケースはあるが、全てのケースについて支援するのは困難であ

るため、支援が途切れるケースがある。
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2

・集団と個別活動とのバランスが難しい。

・家庭や学校、他事業所にも通っている等のその子ども全体の生活の中で一部分をどう担

っていけるかが課題。

・長期休暇中はじっくり時間をかけて利用者に接することができますが、通常の定員の枠

内での運用となっている点。休暇中は日数を増やしたい希望が多いが定員がすでに埋まっ

ている場合は対応不可である。

・どのようなプログラムを提供し、どのようにしてあげることが、子どものためになるのか、

悩むことが多い。

・学校や幼稚園・他のデイとの連携がないので、その様子がわからないままの支援になっ

ている。

・園庭がない。徒歩圏内で利用できる安全な公園がない（その為、屋外あそびを実施でき

ない）

・当所の目的とする「子どもと親の心地いい居場所作り」に向けて多くの研修が実施され

ているにも関わらず、スタッフ全体での共通認識が不十分・・・パート職員との共有する

時間がとりにくい。

・カリキュラムの作成をしてほしい（今後作られるのなら早く、なければなしで）

・小学校の高学年、中学生になるにつれて反抗期に入っています。現在も数名いるのです

が、その場合の対応の仕方に悩むことがあります。

★その他思っていること★

・他の療育機関に通われ、一週間を通じて子供に負荷なく混乱なく支援できているのか疑

問。

・就園後に利用できる事業所はあるが、定員はすぐにいっぱいとなってしまい、本当に必

要な方が行けない状況もあるのではないか、と感じている。

・自立してできることを増やしていくことが必要だと感じています。

・順番を待つことや他のお友達とコミュニケーションが取れるように支援していくことが

必要だと感じています。

・保護者も含め、子どもを取り巻く人たちともっと連携を取れれば、支援もしっかりした

ものになるのではと思う。

・子ども１人に対して統一した支援をできるように各事業所との連携をはかりたい。

・他事業所・関連機関（特に相談支援事業所）との連携の必要性。

14



3

【保護者に対する支援】

★支援の方法・心がけていること★

・当事業所は送迎サービスをしておらず、ほとんどの利用者は保護者による送迎で通所し

ているため、保護者（特に母親）と職員の接点は多く、利用日の行き帰りに少しの時間で

はあるが、利用児童についての話をし、悩みについて相談を受けたりはしている。

・児童を安心・安全に当事業所に預けられ、保護者の要望に少しでも応えられる様にして

行く。

・普段から子育てについて悩んでおられる方が多いです。職員、療育の専門職も交えて保

護者の方とお話しする機会を定期的に作っています。

・保護者との関係がうまくいくよう、又、保護者の方々がお子様を安心して通わせる事が

できるように、療育内容や施設で起こった事を密に伝えていくよう、又、安心して話して

いただけるよう支援している。

・電話や連絡帳を通しての相談で情報を共有し支援する。

・ご両親にとっても心地いい居場所になっているか。

・事業所内での様子、特に土・日・祝日の1日利用での様子等をこと細かく教えてほしいと

いわれる保護者様がいらっしゃいます。すごく心配なのはわかるのでできるだけ期待に応

えられるように努力しています。

★悩んでいること★

・療育時間内等で保護者のニーズや本当の問題（課題）を引き出す難しさ。

・週１回の療育なので継続的な支援は保護者に委ねざるを得ない現状。

・療育の必要性をあまり認識していない等。

・職員間での情報の共有化が不十分。

・利用日の行き帰りに少しの時間ではあるが、利用児童について保護者と話をし、悩みに

ついて相談を受けたりしているが、ゆっくり時間をとって話を聞いたり、また、保護者の

ための学習会や茶話会も定期的に開催したいところではあるが、費用的に厳しいところで

ある。

・諸々の問題を抱えている多くのご両親にまだ充分心を開いて頂いているとは言えない。

・申請から当事業所を利用までの時間（日数）が長いことへの不満を訴えられる（聞き役）

・まだまだ放課後デイの存在が知られていない。
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4

★その他思っていること★

・家庭での児への対応に保護者が苦慮されている場合、当園だけの対応では不十分な場合

もあり、仮に対応できても卒園後に元に戻るケースもある。長いスパンで切れ目なく支援

できる機関がより多く必要に思う。

・心理士さんのご紹介で利用されている方は課題が明確になっておられますし、事業所の

特色にあった方が来られています。他方、混乱の中におられるご家庭は事業所ともミスマ

ッチがでてきます。放課後デイ事業所と心理をされている所との連携や、各事業所の特色

を相談事業所さんが、保護者のニーズを把握し通所事業所とのマッチングの機能を果たし

ていただければ、利用者の益になると思います。

・保護者の方々が安心して大切なお子様を預けることができるように、施設内での様子や

出来事、取り組んだ事などを保護者に伝えていく事が必要である。

・保護者の方々の負担が少しでも軽減できることはないかと考えております。

・悩んだ時の相談窓口や相談順序がはっきりわからず、二度手間になることが多いので、

明確な相談場所がわかれば助かるのではないか
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5

【事務関係・その他】

★悩んでいること★

・新しく契約・計画など準備する事務的書類が一気に増えると共に、定期的な会議も増え、

その対応と調整が大変である。

・今のところ最大の悩みは当日連絡の欠席が多いことである。それぞれの事情はいたしか

たなく、欠席されることには問題がないが、収入面に大きな影響があるため、運営してい

く上での課題である。

・事業所開設後２か月以上になりますが、未だに利用者がありません。色々営業活動はし

ていますが、どの様にすれば認知度があがるのでしょうか。

・相談支援事業のしくみがわかりにくい（市町村によって対応が違うので）

・学校の対応がまちまちで困る時がある。

・事務をする職員とこどもたちと関わる職員が同じなので時間がなかったりします。

★その他思っていること★

・受給者証発行までに日数がかかる点。

・請求がわかりにくい時がある。

【その他ご意見がありましたらおきかせください】

★ご意見いろいろ★

・歴史が長いがゆえに、考え方や対応の変化に職員がついていけない印象です。

・他事業所でどのような取り組みをされているのか分からないことが多いので、そのよう

な情報を共有できる機会を多く持てたらと思う。

・学校・医療との連携はまだまだ不十分のように思う。他事業所と共通の足並みで連携で

きる体制ができればと思う。

・相談支援事業所との関わりを重要に考えています。１人の子どもの支援をトータルに将

来を見据えた支援をするには相談員との情報交換ミーティングの必要性を痛感しています

・もっと簡易に研修ができるようにしてほしいのと、事業所でにくいので、強制研修をひ

らいてほしい。

★自立支援協議会・部会に期待すること★

・通所事業所単体でなく、利用者本人をとりまく様々な所が連携していければ、利用者の

社会が広がると思います。部会がそのような場になることを期待しています。
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（５－２）リーフレットづくりプロジェクトチーム 活動報告

◎ 活動目的

保護者のニーズを把握し、通所事業所とのマッチング機能を果たす仕組みとしてリーフレットを

つくります。

◎ 活動実績

日 時 内 容

【 平成27年 】

３ 月 ９ 日 （ 月 ） 【ＷＧ】第１回 リーフレットづくりプロジェクトチーム

・開催場所 明石市役所 本庁舎 １階 面談室

( 明石市中崎１丁目５番１号 )

・議事

１．プロジェクトチーム(ＰＴ)(実行委員会)設置の趣旨

２．実行委員会 委員長(ＰＴリーダー)・副委員長 の選出について

・実行委員長(ＰＴリーダー)

木 村 直 樹 氏 ( デイサービス太陽 管理者 )

・副実行委員長

中 井 みゆき 氏

( 放課後等デイサービス ひまわり 児童発達支援管理責任者 )

３．プロジェクトチーム(ＰＴ)(実行委員会)定足数について

４．リーフレットづくり について

(１) 配付対象

(２) 配付目標

(３) 配付(製本)形式

(４) 掲載対象・範囲

(５) 掲載項目

(６) 掲載書式

(７) リーフレットタイトル・表紙・構成等

５．今後の情報交換・共有方法

６．全体会(明石市地域自立支援協議会)・本会議(部会議)・連絡会に

対する報告について
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◎ プロジェクトチーム（実行委員会）メンバー

役 職 所 属 氏 名 所在地

実行委員長 デイサービス太陽 木 村 直 樹 明 石 市

副実行委員長 放課後等デイサービス ひまわり 中 井 みゆき 神戸市西区

委 員 明石市立 きらきら 服 部 記 昌 明 石 市

委 員 りぼんネット 田 坂 美代子 明 石 市

委 員 相談支援事業所 シーム 泉 和 夫 明 石 市

委 員 エールサポートクラブ 橋 本 昭 宏 明 石 市

委 員 おひさまジュニア 伊 藤 一 光 明 石 市

委 員 児童デイサービス 遊 森 本 朋 高 明 石 市

委 員 たけとんぼ 松 井 美 香 明 石 市

委 員 放課後等デイサービス ふらっぷ 廣 田 勝 仁 神戸市西区

こども部会長 明石市立あおぞら園 飯 塚 由美子

事 務 局
明石市基幹相談支援センター
（社会福祉法人 明石市社会福祉協議会）

松 本 崇

明石市基幹相談支援センター
（社会福祉法人 明石市社会福祉協議会）

柴 田 愛
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６．こども部会リポート配信 実績報告

◎ 配信目的

こども部会の活動をみなさまにお知らせするため、定期的に活動内容を配信します。

◎ 配信実績

日 時 内 容

【 平成26年 】

11月18日（火） 【リポート】リポート Ｖｏｌ．１ 配信

11月28日（金） 【リポート】リポート Ｖｏｌ．２ 配信

【 平成27年 】

１ 月 19日 （ 月 ） 【リポート】リポート Ｖｏｌ．３ 配信

２ 月 ３ 日 （ 火 ） 【リポート】リポート Ｖｏｌ．４ 配信

３ 月 ６ 日 （ 金 ） 【リポート】リポート Ｖｏｌ．５ 配信
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【管理番号 011】

みなさま、はじめまして。こども部会会長の飯塚です。私は児童発

達支援センター明石市立あおぞら園の施設長です。

今年度、「こども部会」が立ち上がりました。昨年までの発達支援部

会から新たにこどもに焦点を当てた部会になりましたので、準備等に

大変手間取りました。

こども部会の目的としましては、『障害のある子どもへの支援体制の

充実』です。慌てず、されど確実にみなさまと共に、障がい児やその

保護者の方のニーズにお応えできるように努力したいと思います。

よろしくお願いいたします。

【 こども部会 委 員 】

役 職 所 属 氏 名

部 会 長 明石市立あおぞら園 飯 塚 由美子

副部会長 一般社団法人 波の家福祉会 伊 藤 隆

委 員 特定非営利活動法人 こども発達サポートセンター 泉 和 男

委 員 明石市立ゆりかご園 山 本 康 典

委 員 明石市教育委員会 髙 田 善 彦

委 員 明石市こども未来部こども育成室 澤 田 睦 美

委 員 明石市福祉部障害福祉課 今 中 美 紀

委 員 明石市立発達支援センター 山 内 幸 恵

委 員 明石市基幹相談支援センター(社会福祉法人 明石市社会福祉協議会) 橘 田 浩

委 員 明石市基幹相談支援センター(社会福祉法人 明石市社会福祉協議会) 松 本 崇

【 こども部会議 】

第１回
平成26年８月18日(月) ふれあいプラザあかし西

こども部会の活動方針を確認しました。

第２回

平成26年10月15日(水) 明石市役所

各委員の間で意見交換を行い、ワーキンググループとして、
「児童通所サービス等事業所連絡会」を設置し、平成26年11月に
開催することを確認しました。

【 こども部会 ワーキング グループ 】

障がいのあるこどもを支援する中での困りごとや悩みごとを共有し、解決の糸口を見いだすきっか
けづくりの場として、平成26年度は、明石市内において障がいのあるこどもに対する支援を行って
おられる事業所のみなさまが一同に会した、「児童通所サービス等事業所連絡会」を設置し、
平成26年11月に開催いたします。

平成２６年度 明石市地域自立支援協議会

こども部会 リポート Ｖol．1 平成 26 年 11 月

発行元：明石市地域自立支援協議会 こども部会事務局

（基幹相談支援センター）ＴＥＬ：078－918－5252

【意見投稿用アドレス】 akashi_jiritsushien@yahoo.co.jp

会員専用のメールアドレスをご用意していますので、皆様からの情報提供やご意見をお待ちしています。

「 こども部会 」の活動方針

◎「 障害のある子どもへの支援体制の充実 」の実現を目指し、
① 一人ひとりのニーズに応じた相談支援等の実施
② ライフステージに応じた支援体制の充実
③ 地域における支援の担い手の育成
④ 関係機関の連携 をすすめます。

◎ 障害のあるこどもへの支援のあり方 として、
① ライフステージに応じた切れ目のない支援(縦の連携)
② 保健・医療・福祉・教育・就労支援等とも連携した地域支援体制の確立

(横の連携) を推進します。

▲ 第２回こども部会議

飯塚由美子部会長
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【 管理番号 013 】

こども部会の副部会長に就任させて頂きました、波の家の伊藤隆

です。

児童分野は比較的歴史の浅い分野であり、部会を通じて様々な事業

所様などと意見を交換できるような実りのある部会にしたいと考え

ています。

特に、児童分野では、年明けに「計画相談」や「みなし期間の取り

扱い」といった大きな制度上の変更があると思われますが、今のとこ

ろ、国からは救済措置等の情報が全く出てきていません。

今後は、そういった情報も、いち早く部会を通して共有できるよう

にしていきたいと思っています。今後共宜しくお願いいたします。

【 こども部会 ワーキンググループ 活動報告 】

「 第１回 児童通所サービス等事業所連絡会 」を開催しました

去る、11月18日(火)に、児童発達支援事業所・放課後等デイサービス事業所等の児童通所サービス

事業所が会した「 第１回 児童通所サービス等事業所連絡会 」を開催しました。

当日は、関係機関を含め、21団体29名が

参加し、障がいのあるこどもたち、その保護者

のみなさんを支援する中での困りごとや

悩みごとを共有すること。今後、研修会、事例

検討会、リーフレットづくりの検討等を通して、

顔の見えるネットワークを広げ、解決の糸口を

見出すきっかけづくり、支援者でスキル向上の

場としてすすめていくことを確認しました。

今後の連絡会のもち方として、最初の30分間

は、障がいの理解を深めていくための参加者に

よるピア研修会(「ワンポイントレッスン」)を行い、その後、具体的な活動を話し合う２部構成として

すすめていきます。次回は、12月16日(火)の開催を予定しています。

【 参加者からの主な意見 】
・ 相談支援事業所との連携をはじめ、医療・教育等の他業種と連携し、横のつながりを深め、「顔の見えるネット

ワーク」づくりをすすめていきたい。
・ 「相談支援」について詳しく知りたい。
・ 不登校児との関わり方に苦慮している。事例検討会を通して、なぜそうなったのか、支援者として何ができるの

か、こども、保護者に対してどのようにアプローチすべきなのかを話し合い、よりよい支援につなげていきたい。
・ 他の団体・事業所の取り組みを学び、協働していきたい。

.。*゜+.*.。☆゜+..。*゜+。.゜☆.。*゜+.*.。.

平成26年度 明石市地域自立支援協議会

こども部会 リポート Ｖｏｌ．２ 平成26年11月28日

発行元：明石市地域自立支援協議会 こども部会事務局

（基幹相談支援センター）ＴＥＬ：078－918－5252

【意見投稿用アドレス】 akashi_jiritsushien@yahoo.co.jp

会員専用のメールアドレスをご用意していますので、皆様からの情報提供やご意見をお待ちしています。

伊藤 隆 副部会長

今後、顔の見えるネットワークづくりをすすめていきます
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【 管理番号 016 】

皆さま、こんにちは「相談支援事業所 シーム」の 泉 和男 と申し

ます。

「シーム」という名前は、「繋ぎ目」という意味です。子と親を繋ぐ、

事業所と子どもを繋ぐ、子どもや家族のニーズと制度を繋ぐ、学校や

事業所、地域を繋ぐという思いを持って付けた名前です。

平成24年の児童福祉法の改正以降、明石市内においても、児童発達

支援や放課後等デイサービスが急速に増えました。明石市内とその周

辺地域を見渡すと事業所数は50か所以上あると思います。まさしく今

は児童発達、放課後等デイサービスの「量的拡大期」と言えます。

この時期は、各事業所とも安定した運営を築くために、大変に苦労

されている時期だと思います。いちはやく開設した事業所ではすでに、それぞれに個性的な持ち味を

発揮し、ユニークなプログラムを提供されています。

そして次の一歩は、今年度、各事業所間の連携をはかることを目的として立ち上がった「こども部会」

の活動だと思います。ほとんどの事業所は小規模の事業所ですが、繋がり合うことで、子どもたちの様々

な発達的ニーズや生活経験の拡大がはかられると思います。また明石市独自の発達支援システムとして

の質の高い機能が生まれると信じています。今後ともよろしくお願いいたします。

【 こども部会 ワーキンググループ 活動報告 】

「 第２回 児童通所サービス等事業所連絡会 」を開催しました

平成26年12月16日(火)に、第２回目の「 児童通所

サービス等事業所連絡会 」を開催し、関係機関を含め、

29団体42名が参加しました。

前回の連絡会において、相談支援や児童通所サービス

の利用手続きについて理解を深めたいとの声が多く寄

せられたことから、<第１部>の説明会において、明石市

福祉部障害福祉課より「平成27年度児童通所サービス

更新について」ご説明いただき、相談支援事業所のみな

さんも参加されました。

<第２部>の連絡会では、①事例検討会のすすめ方、②リーフレットづくりのすすめ方、③利用者の

トイレットトレーニング、④公園等事業所外の場所での活動について 話し合い、次回は、取り組みの

事例や資料を持ち寄り、よりよい支援に向けた話し合いを深めていきます。

【 次回（第３回）の 連絡会 】☆彡 １月20日(火)に開催します ☆彡 毎月第３火曜日 に開催 ☆彡

・ <第１部> ワンポイントレッスン テーマ 「 障 が い 児 の ス ポ ー ツ と 運 動 」
・ <第２部> 意見交換（事例検討会・リーフレットづくりなど 普段悩んでいることを話し合います）

平成26年度 明石市地域自立支援協議会

こども部会 リポート Ｖｏｌ．３ 平成27年１月19日

発行元：明石市地域自立支援協議会 こども部会 事務局

（基幹相談支援センター）ＴＥＬ：078－918－5252

【 意見投稿用アドレス 】 akashi_jiritsushien@yahoo.co.jp

会員専用のメールアドレスをご用意していますので、皆様からの情報提供やご意見をお待ちしています。

泉 和 男 委員

普 段 悩 ん で い る こ と を 話 し 合 い 、
よりよい支援につなげていきます。
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【 管理番号 017 】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

皆さん、こんにちは。児童発達支援センター・明石市立ゆりかご園

で児童発達支援管理責任者と作業療法士をしております、山本と申し

ます。 

私が勤める「ゆりかご園」は明石市の一番北にある、通所施設です。 

現在、ゆりかご園は新しい制度のもと、児童発達支援センターとな

り、地域の発達支援の中核を担う施設とされています。保育所訪問な

どで地域の施設を回らせていただくと、ゆりかご園に来ている子ども

達以外にも、発達支援が必要なお子さんが多くおられることに今さら

ながら気づかされます。そしてそのお子さん達を前に先生方も、介助

方法や接し方で悩んでおられるようです。それらに対して施設同士の

連携を深めて、私達の知識や経験を伝えていくことで、明石の子ども 

さん達が楽しく暮らせるようにしていきたいと考えています。これからもよろしくお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 <第１部>では、児童デイサービス遊 児童発達支援管理責任

者兼管理者 森本朋高 氏 より、「障がい児のスポーツと運動」

をテーマにワンポイントレッスンをいただき、身体を動かすこ

とによる多くの効果を学び、全員(24団体35名)で身体を動か

すゲームをし、広い場所がなくても身体を動かすことができる

ことを体感しました。 

<第２部>の連絡会では、①事例検討会は、連絡会付属の別組

織にて会議を持ち、解決を図るようにつとめ、会議の内容を連

絡会で報告すること、②リーフレットづくりは、まず支援者向

けのものを実行委員会(プロジェクトチーム)方式で行い、メンバーを自薦・他薦にて募っていくことを

確認しました。また、③利用者のトイレットトレーニングについては、各事業所より取り組み・成功事

例の紹介とともに、様式や参考資料をいただき、よりよい支援につなげていくため方法を学びました。 

 

 

【 参加者からの主な意見 】 

・ 障がい児同士(利用者同士)の障がい理解をどのように支援するか。 

・ 利用者である小学校１年生の女の子がつばを飲み込むことができず、台所やハンカチに「ペッ」と出してしまう。 

お茶と一緒に飲み込むように声かけしているが、他にも良い支援の方法はないか。 

・ 休日(土・日)に重症心身障害児が受け入れ可能な事業所が少なく苦慮している。 

・ よりよい支援のためには、「教育」・「医療」・「家庭」・「事業所」等の連携が必須であるが、支援の方向性がバラバ 

ラとなっていることが多い。このままではいけない。連携の仕組みづくりを考えていきたい。 

・ 「連携」に対する必要性は、どの団体・事業所等も感じているが、イメージは統一されていない。今後、連絡会 

で「連携とはなにか？」を話し合っていきたい。 

 

 

【 次回（第４回）の 連絡会 】☆彡 ２２２２月月月月17171717日日日日((((火火火火))))に開催開催開催開催します ☆彡 毎月第３火曜日毎月第３火曜日毎月第３火曜日毎月第３火曜日 に開催開催開催開催 ☆彡 

 

・ <第１部> ワンポイントレッスン テーマ 「 ドイツゲーム こどもたちの楽しみ方 」 

・ <第２部> 前回の意見のふりかえり ・ 意見交換 テーマ「 教育・医療・家庭・事業所の『連携』 」 

 

平成26年度 明石市地域自立支援協議会 

こどもこどもこどもこども部会部会部会部会 リポートリポートリポートリポート Ｖｏｌ．Ｖｏｌ．Ｖｏｌ．Ｖｏｌ．４４４４ 平成平成平成平成27272727年年年年２２２２月月月月３３３３日日日日 

発行元：明石市地域自立支援協議会 こども部会 事務局 

（基幹相談支援センター）ＴＥＬ：078－918－5252 

 

【 意見投稿用アドレス 】    akakakakashi_ashi_ashi_ashi_jiritsushien@yahoo.co.jpjiritsushien@yahoo.co.jpjiritsushien@yahoo.co.jpjiritsushien@yahoo.co.jp 

会員専用のメールアドレスをご用意していますので、皆様からの情報提供やご意見をお待ちしています。 

山山山山    本本本本    康康康康    典典典典    委員委員委員委員    

児童デイサービス 遊  森本朋高 氏より、 

身体を動かす大切さ、工夫を学びました。 

「「「「    第第第第３３３３回回回回    児童通所サービス等事業所連絡会児童通所サービス等事業所連絡会児童通所サービス等事業所連絡会児童通所サービス等事業所連絡会    」」」」活動報告活動報告活動報告活動報告    

平成平成平成平成27272727年１月年１月年１月年１月20202020日日日日((((火火火火))))開催開催開催開催    
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【 管理番号 018 】

皆様こんにちは。明石市教育委員会事務局学校教育課指導主事の髙田と

申します。

今年度「兵庫県特別支援教育第二次推進計画」が策定され、その施策の

一つに、関係機関との連携を強め、早期から成人に至るまでの一貫した継

続的な指導や支援を行うことの重要性について言及されています。しかし

一言に「連携」と言っても、捉える人によって様々にイメージが違うので

はないでしょうか？そのイメージを統一させていくことが、「連携」を深

める第一歩ではないかと思います。子どもたち、保護者の幸せを願って、

それぞれの関係機関の長所と短所、できることとできないことなどを明確

にしていくことが大切ではないかと考えています。その仕組み作りの手

助けができれば幸いです。皆さん、よろしくお願いいたします。

「児童通所サービス等事業所連絡会」も４回目の開催を迎え、

関係機関を含め、22団体32名が出席し、「顔の見える関係・

ネットワークづくり」ができてきました。

<第１部>では、あかしゆらんこクラブ 橘 裕 子 氏より、

「ドイツゲーム こどもたちの楽しみ方」をテーマにワンポイ

ントレッスンをいただき、非電子型のテーブルゲーム（ボード

ゲーム）を用い、指先を使っての色合わせや型はめを取り入れ

た「微細運動」について学びました。また、前回のワンポイン

トレッスン「障がい児のスポーツと運動」で学んだ「粗大運動」

とあわせて、よりよい療育の実践へつなげるための方法を考え

るよい機会となりました。

<第２部>の連絡会では、前回の連絡会をふりかえり、みなさ

んの悩みや意見は、必ずみんなで考え、知恵を出し合い、解決

の糸口を見出せるよう返していくことを確認しました。また、こどもの発達に関して相談することので

きる医療機関について情報交換を行い、指定児童相談支援事業所におけるこども・保護者・事業所等の

関係機関に対する関わりについて発表をいただきました。

今後も、普段より悩んでいることを出し合い、他の機関・事業所ではどのように取り組んでいるのか

を聴き合え、全員の思い・意見を包括することのできる連絡会として、「連携」という大きなテーマに

ついて引き続き議論・意見交換を行っていきます。

【 参加者からの主な意見 】
・ 冷蔵庫をあさってしまうこども（小学校１年生）に対して、どのように支援し、工夫すればよいか。
・ こどもの発達に関して相談することのできる医療機関の情報収集をどのように行っているか。
・ そのこどもはどのような背景でその状況に置かれ、これから何がどれだけ必要であり、どのように関わり、支援

を行っていくべきかを議論していきたい。

【 次回（第５回）の 連絡会 】☆彡 ３月17日(火)に開催します ☆彡 毎月第３火曜日 に開催 ☆彡
・ <第１部> ワンポイントレッスン テーマ 「 支 援 計 画 の な が れ 」について
・ <第２部> 前回の意見のふりかえり ・ 意見交換 テーマ「 教育・医療・家庭・事業所の『連携』 」

平成26年度 明石市地域自立支援協議会

こども部会 リポート Ｖｏｌ．５ 平成27年３月６日

発行元：明石市地域自立支援協議会 こども部会 事務局

（基幹相談支援センター）ＴＥＬ：078－918－5252

【 意見投稿用アドレス 】 akashi_jiritsushien@yahoo.co.jp

会員専用のメールアドレスをご用意していますので、皆様からの情報提供やご意見をお待ちしています。

髙 田 善 彦 委員

あかしゆらんこクラブ 橘 裕子氏
より、「微細運動」を通して、人との
コミュニケーション・相手の気持ちに
共感すること・笑いなど、子育ての
大切なことを学びました。

「 第４回 児童通所サービス等事業所連絡会 」
活 動 報 告

～ 平成27年２月17日(火)開催 ～
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